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研究成果の概要 

マウス頭頂葉の RL野において、視覚についての網膜座標系と体性感覚のバレル座標系がおおよ

そ対応していることを示した。この対応がいつ形成されるか調べたところ、対応は視覚入力の開始

する開眼前にすでに存在し、座標系の一致に外界からの感覚入力が必要でないことがわかった。

さらに、出生時に両眼を摘出したマウスの高次視覚野において、ヒゲ刺激に対する応答が増強さ

れることが分かった。このことは早期失明により高次領野に対する体性感覚野からの入力が強くな

り、失われた視覚機能を補っている可能性が示唆された。 

 マウス側頭葉の TE/36a 野について、視覚サイズに対する応答と投射パターンから、この領野の

前後軸は正-負の価値の座標系を構成すると考えられたが、同領野が聴覚刺激にも応答すること、

さらに仔マウスが親を呼び寄せる鳴声と、他のマウスが電気ショックを与えられた時に発する鳴声

に対し、正-負の価値の座標系に一致した応答を示すことがわかった。 

 理論面では、自由エネルギー原理の拡張を行なった。座標系を統合する回路モデル構築する際、

先行研究では有限オートマトンにより構成可能な生成モデルのクラスに限定しており、任意の知能

情報処理が可能かは不明であった。そこで、正準神経回路、POMDP に基づく変分ベイズ推論、微

分可能チューリングマシンの間に「三重等価性」があることを理論的に示し、正準神経回路を用い

て任意の座標系統合とアルゴリズム計算が可能であることを明らかにした。 

 さらに、実際の実験データから生成モデルを作成するため、リバースエンジニアリング手法に基

づく予測の精度向上を試みた。数百個の神経活動から数個の神経集団への分類や初期パラメー

タの決定など、先行研究ではヒューリスティックに行なっていた部分を自由エネルギー最小化により

自動的に最適化する手法を開発し、定量予測の精度を向上させた。 
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